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岡 本 理 一

1製 品計画における特色

こ こに 「農 産製 品」 とは疏 菜,果 物 な どの農 産物 を原 料 と して,食 用 そ の

他 の用 に供す るた め,加 工 してつ くられ た もの を指 す の であ るが,こ れ を 「

食料 品」 とな った もの につ い てみ る と,(1)原 料 作物 の原 形 や品 質 をほ とん

どそ の まま保 持 して加 工 す る もの(例,缶 詰),(2)原 料作 物 の原 形 を こわ

す もの(例,粉 状 にす る もの マ ッシ ュポ テ ト,液 状 にす る もの ジ ュ

ース) ,(3)原 料 作物 の 品質 に まで変 化 を生 ぜ しめ る もの(例,醸 造 製 品,

酒,ビ ール)な どに 分 け られ る。 とこ ろで,そ の製 品 とな った ものが,

どの よ うな もの で あ ろ うと,消 費 者 の 欲 求 を 満足 させ,そ の 必要 に適 合 して

い くた めに は,食 料 品 の場 合,よ くそ の味 覚 を 楽 しませ,ま た 栄養 の点 に お い

て役 立 つ こ とを 要す る。 と くに そ の原 料 が疏 菜 や 果物 で あ るた め,中 に は人

々が それ に大 きな栄 養源 を求 め る とい うよ りは,食 欲 を増 進 させ た り,若 干

ビ タ ミソそ の他 の 補 給 を した り,ま た菓 子 類 と同様 の 中 間 の食 べ物 に 用 い ら

れ る こと も少 な くない の で,常 に この よ うな機 能 をは た し うる よ うに 品 質,

形 状,包 装 な どの諸 点 に お い て製 品化 され て い なけ れ ぽ な らな い ので あ る。

したがって,そ の禦 品計画にあた っては,缶 詰 な どの場合,原 料作物 の も

つ風味,香 気,栄 養価,色 彩,形 状,大 きさ,鮮 度,硬 軟性 な どをそ のまま

保持 した状態で加工す ることを要 し,ま た包装 につ いて もそれ らの保持 をは
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か ると同時 に,消 費者 の購入上や消費上に便宜 を供す るものであ ることが望

まれ る。 しか し,こ れ らの うち,包 装の よ うな ものは缶詰 加工 の段階におい

て計画化 され るけれ ども,風 味,香 気,色 彩,形 状,大 きさ,鮮 度,硬 軟性

な どは,ほ とん ど田畑におけ る原料作物 として生産 され る段階で育成 され,

保持せ しめ られ るものであ る。 この点,一 般の工業製 品の製 品計 画 と異な る

ものがあ るといわねば な らない。工業製 品の場合には,そ の加工 にあた り,

た とえば木材,繊 維,鉄 鋼 その他 の金属,石 炭,石 油 などに大 きな物理的,

化学的変化を与 えて原料 とは まった く質 的,量 的に違 った製 品 とな ることが

多い のであ る。 しか し農産缶詰 の よ うな場合には,一 部の ジ ュース類 を除き

,ほ とん ど原料そ のままの ものが多い。 この ことは,製 品(缶 詰)の レイ ブ

ルのほ とん どすべ てに,原 料作物そ の ままの図示が してあ ることで よく知 ら

れ る。

また農産製品の もつ風味,香 気,色 彩 な どに対す る消費者 の嗜好 な どの欲

求は,か な りの長期間,持 続 され るものであ って,工 業製 品(例,衣 料品,

自動車 な ど)の よ うに流 行の移 り変 りのはげ しい もの とも異な る。否,そ の

風味,香 気,色 彩 な どの諸要素は,工 場におけ る加工段階 以前 の畑作段階に

おい て育成 され,保 持 され るものであ るため,工 場 の加工段階では ミ工業製

品の流行 の変遷 こに相応す るよ うな変化 を与え ることはきわめ て困難 とされ

てい るのであ る。

以上の意味において,農 産製 品の製 品計画は,そ の品質に関す る限 り,原

料作物 と製 品 と一体 として行な うことを要 し,多 くの工業製品 の よ うに,加

工段階 に重点をお くもの とはか な り事 情を異に してい る といえ るのであ る。

この点,今 日の 「製 品計 画」において,そ の対象に 「工業製 品」が と りあげ

られ,農 産物や水産物 な どは考慮に入れ られ てい ない よ うにみ られ るけれ ど

も,上 述 の よ うな農産製 品の製 品計画 の ことを考 え,ま た広 く今後 の動 向を

思 うとき,そ れ を工業製 品 のみに限 るのは妥当な ことといわれ ない。 この こ

とにつ き,か って本誌第13巻 第2号 の拙稿 「プ ロ ダ ク ト・プ ラソニ ソグ小
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論 」 において論述 した こ とがあ るので,こ こには省略す る。それでは,農 産

製 品 の製 品計画が原料段階 と加工段階 の両 方にわた って行 な うことを要す る

もの として,実 際は どの ような ものであ ろ うか,こ こにそ の例証 と して,北

海道におけ る 「アスパ ラガス缶詰」 を と りあげ,必 要 な論述を行 な うことと

しよ う。

皿 アスパ ラガス缶詰 の発祥

1ア ス パ ラガ ス の栽培 か ら缶 詰 まで

アス パ ラガ スは ユ リ科 に 属す る植物 で あ って,こ れ と同種 の もの は,わ が

国 で 「お らんだ き じか く し」 「西 洋 ウ ド」 「松葉 ウ ド」 一 な ど とい って各

地 で み られ る。北 海 道 では 「ホ タル グサ 」 といわ れ て,た とえば オ ホ ー ツ ク

海 に 面 した 「原 生 花 園」 に 生育 してい る。 しか し,そ れ が食 用 の 目的 を も っ

てわ が 国 へ初 め て輸 入 され た の は,ア メ リカか ら明 治4年(1873年)に 北 海

道 開 拓 使 の手 に よ る もの とされ て い る。 『開 拓使 蔵 版』 に 「野 天 門 」(ア ス

パ レグス)と い う名 称 で栽 培 法 が 記 述 され て い る よ うで あ るが,し か し この

と きは た だ 試 験 的 に作 られ た に と どま り,普 及 しなか った。

アス パ ラ ガスが 缶 詰 加工 の た め に,わ が 国 で初 め て栽 培 され た の は 大正13

年(1924年)の こ とで,そ れ は下 田喜 久 三 氏 が 同12年 に北海 道庁 の海 外実 業

練 習 生 と して ア メ リカへ 渡 り,約 半年 の間,ア ス パ ラガ ス の栽 培,加 工 の こ

とを調 査 し,種 子 を輸 入 して,同13年11月,北 海 道 岩 内郡 岩 内町 に 「日本 ア

ス パ ラガ ス株 式 会社 」 を創 立 し,企 業 化 した こ とに よる もので あ る。そ して

同 氏は 原 料 を 確保 す るた め,同15年 に岩 内町 の会 社 直 営 の 農 場(60町 歩)に

お いて アス パ ラ ガス を栽 培 した ので あ る。

そ の後,気 候 的 に も,地 質 的 に もア ス パ ラガ スの栽 培 に好 適 な と ころ と し

て虻 田郡 喜 茂 別 村 の土 地 を 見付 け,昭 和3年(1928年)に 栽 培 を は 『じめ,

洞4年 春 に40町 歩 を定 植 し,し だ い に耕 作 面 積 を 増 加 して い った 。そ して,

こ の事 業 の有利 な こ とが 着 目され だ し,同8年 には 同村 に 「朝 日ア ス パ ラガ
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ス缶 詰 株 式 会 社 」 が 創 立 され,さ らに この会 社 の原 料 買 い入 れ 価 格 の引 き下

げ に対 抗 す るた め,同14年 に 同村 の産 業 組 合(「 保 証 責 任喜 茂 別 村 信 用販 売

購 買利 用 組 合 」)が 缶 詰 加工 事 業 を は じめ るに いた り,そ の栽 培 もい っそ う

増 加 す る よ うに な った ので あ る。 い ま昭 和14年(1939年)に お け る北海 道 の

ア ス パ ラガ ス缶 詰 工 場 とそ の製 造高 を示 す と第1表 の とお りで あ る。 ち なみ

に,同 年 の全 道 に わ た るア ス パ ラガ スの栽 培 面 積 は1,500町,そ の生 産高 は

32万 貫 であ った 。 また缶 詰 の全 製 造高66,130函 の うち,35,030函(665,570

円)は 海 外 へ輸 出 され てい る。

第1表 北海 道 に おけ る アス パ ラ ガス の缶 詰 工 場 と製 造 高(昭 和14年)

名 称 所 在 地

日 本 ア ス パ ラ ガ ス 株式会社 陪 内 町

日 本 食 品 製 造 合 資 会 社

明 治 製 菓 株 式 会 社 豊平工場

同 帯広工場

同 伊達工場

朝日アスパラガス缶詰株式会社

株式会社 極 東 缶 詰 製 造 所

角 田 村 産 業 組 合

北沢アスパラガス工業合資会社

財団法人 八 紘 学 園

喜 茂 別 村 産 業 組 合

梅 村 農 園

合 計

琴 似 町

豊 平 町

帯 広 市

伊 達 剛

製 造 高

数 量 金 額

喜茂別村1

小 樽 市

角 田 村

夕 張 町

豊 平 町

喜茂別村

円 山 町

函

18,000

2,500

4,000

4,200

8,200

8,400

350

2,000

80

18,000

400

函

66,130

　

450,000

62,000

ユOO,OOO

105,000

181,000

210,000

8,750

50,000

2,000

450,000

10,000

円

1,628,750

商 標

ス キ ー

ゼ ン トルマ ン

明 治

明 治

朝 日熊 ・双熊

ナ リソ ピ ツ ク

星 信

ラ グ ビ ー

八 紘

ク レ ー ド ル

エ ノレ ム

な お,北 海 道 の ア ス パ ラガス缶 詰 が初 め て海 外 へ 輸 出 され た のは 昭和13年

の こ とで あ って,す な わ ち 同年 の全製 造高50,725函(911,100円)の うち

8,600函(159,800円)の 輸 出を み て お り,翌14年 は増 加 して上 記 の とお り

35,030函 とな って い る。 これ ら輸 出品 の 仕 向け 地 と しては カ ナ グ,オ ー ス ト

ラ リア,南 阿 連 邦,中 国,満 州 な どが あ げ られ,ま たそ れ を 取 り扱 った もの
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は三井物産株式会社,三 菱商事株式会社,森 永製菓株式会社,明 治製菓株式

会社,伊 藤精七商店,野 崎'商店,岩 井商店,セ ール商店 お よび全販連 であ っ

た。

・ 以上の とお り,ア スパ ラガスは今か ら40数 年前に種子 と して輸入 され,寒

地に適 した農産物 のゆえを もって,北 海道 を主産地 と して栽培 され,缶 詰 に

加工 されて きた ものであ るが,当 時,わ が国に輸入 されていたア メ リカ産の

缶詰 とよ く競争す ることがで き,ま た海 外 の市 場におい て もア メ リカ製 品に

対抗で きるよ うにな り,い わゆ る外貨獲得のために一役 買ったのであ った。

もちろん,そ れ を可能 な らしめた理由 としては,為 替安や低賃金 などがあげ

られ るが,同 時 にそれ を種子 よ り育ててア メ リカ産 の ものに劣 らない原料 ア

スパ ラガスを作 り,ま た缶詰 に加工 して輸出 し,海 外に よ く販路 を もち うる

にいた らしめた 「製品計画」 に も適切 な ものがあ った といわね ばな らないの

であ る。

2原 料 アスパ ラガスの製 品計 画

アスパ ラガスが食料品 と して嗜好 され る理由は,そ れ が独特 の風味 と香 気

を もっていて食欲をそそ り,ま た ビタ ミソA,Cが あ り,ア ミノ酸 も含 まれ

ていて保健 的に役立つ とい うことにあ る。 した がって,そ れが消費者 の欲求

を満た して販路 の確保をはか るためには,常 にその よ うな品質上の特色を保
(1)(2)

持 して い る こ とを 要 す る。

'(1)ア スパ ラガスの化学 成菱〉に関す る専 門研究者 の分析結果 に よる と
,若 茎 の92%

以上 は水分 であ る とされ てい る。 残部 の固定物 を粗蛋 白,粗 脂肪,炭 水化学,粗

繊維,灰 分 で占め てい るが,い ずれ も少 量 であ る。 カ ロ リー源 としてみ る とき,

ユ00グラムの若 茎 は14.8カ ロ リー(ベ ツカー氏),18カ ロ リー(ホ ワイ ト氏),

20カPリ ー(山 口氏)と いわれ てい るか ら,大 体,き ゆ うり(12カ ロ リー)よ り

は多 く,ほ うれ んそ う(18カ ロ リー)と 同 じ くらいで,大 きな価 値 のあ るもので

ない。そ の価値 はむ しろ ビタ ミン類や ア ミノ酸 な どに よる もの とされ てい る。

なお,ア スパ ラガス の香 気 の主成分 は メチー ルケ トン(Methylketones)と

ア ミン(Amines)と であ って,前 者 が量的 に多 く,後 者 は微量 で あ るといわれ.

てい る 〔沢 田英吉 「アスパ ラガ ス」(昭 和37年9月)P.308参 照 〕。

(2)最 近,NNビ タ ミン時 代 よ りア ミ ノ酸 時 代へxxと い う標語 の も とに,ア ミノce



一36一 商 学 討 究 第14巻 第2号

(1)原 料 ア ス パ ラガス の栽 培

ア ス パ ラガスが 北海 道 へ 輸入 され てか ら今 日にい た る まで,そ れ を 農家 が

有 利 な作物 と して 耕作 面 積 を 増 加 させ て きた 理 由 は,な に よ りも,そ れ が 寒

冷 に た え る安全 な特殊 作物 に 属す る とい うこ とで あ る(北 海道 の収穫面積,昭

和37年1,800ヘ クタール,生 産量4,700ト ン,同38年2,450ヘ クタール)。

そ れ の 輸入 当 初 の事 情 を うか が うと次 の とお りであ る。上 記,下 田喜 久 三

氏 は 北海 道 岩 内町 にお い て,大 正5年(1916年)に 約5町 歩 の ア ス パ ラ ガス

試 作 場 を 設 け て い るが,こ れ は冷 害 対 策作 物 の研 究 を 行 な うた め に着 手 され

た もの で あ った 。そ の 頃,東 北 地 方 や北海 道 で は冷 害 凶作 のた め,悲 惨 な生

活 を お くる農 家 が多 か った ので,そ の対 策 の1つ と して,寒 冷 に た え る作 物

を 栽培 す る の要 あ る こ と を 下 田氏 は 痛 感 して,そ の挙 に 出た とい われ てい

る。 また 同 じ農 産 物 で も,輸 出の可 能 性 のあ る ものが よい と考 え られ,そ の

頃,東 洋 で は 生産 皆 無 で,需 要 は広 く西 洋諸 国 に あた った こ とも,ア ス パ ラ

ガス の栽 培 試 験 に力 を 入 れ させ る動 機 とな った の で あ る。 この よ うに して 大

正7年 以来,栽 培 試 験 が行 なわ れ た が,外 国 の品 種 そ の ま までは,北 海 道 の

気 候 に 適 しない もの もあ るの で,そ れ に 適す る品種 の育成 に 努 め,大 正11年
vl

(1922年),ア メ リカ産 の コ ノバ ー ス ・コ ロ ッサ ル種 と ドイ ツ産 の ヌム フ ォ

ソ プ ラ ソシ ュ ワイ ヒ種 の交 配 に よ っ て 「瑞 洋 」 とい う新種 を 作 るに い た っ

た 。 これ は プ ラ ソ シ ュ ワイ ヒに くらべ て発 芽 の時 期 が 早 く,頭 部 は パル メ ト

ウ(Palmetto)に 類 似 し,寒 気 に 強 い もの といわ れ て い る。

次 に 原料 アス パ ラ ガス の品 質 を高 め るた め,そ の適 地 の さが し求 め られ た

こ と も留 意 を 要す る。

す で に 述 べ た とお り,下 田氏 が 大 正 の 中頃,栽 培 を は じめた のは 岩 内郡岩

内 町 で あ った が,や が て 主 産地 は虻 田郡 喜 茂 別 村 に 移 った の で あ る。 理 由

※酸(合 成)を 主成分 とす る保健薬がアスパ ラガスと類似の名称を もって売 り出

されているが,そ れはもともと天然のア ミノ酸(L型 ア ミノ酸)が アスパ ラガス

の中に含 まれているか らである。
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は,岩 内地方で の缶 詰加工は原料高 となるほか,も ともと栽培適地で なか っ

たためである。岩 内地方は 日本海 に面す る海 辺地帯 であって,風 強 く,降 雪

が比較的に少な く,地 面 の凍 る ことが強いた め,春 先 にな ると凍結 した もの
!

がいち どに解けだ し,た めに アスパ ラガスの根は損傷 を うけやす く,そ こか

ら土壌菌 におか されて立枯れす るものが少 な くなか った 。 よって,そ のよ う

な被害 の少ない土地を さ が し求 めて羊蹄 山(那 須 火山帯)の 麓の喜茂別村

(留産比羅丘方面)に 適地 をえた のであ る。 この地帯は,冬 季,積 雪2メ ー

トル余 に達す るが,寒 冷期 で も土壌は凍 結せず,そ の うえ,耕 地はおおむね

南面 してお り,雪 解け後 の地温上昇はすみゃかで,か つ,土 擁 は軽軟肥沃 で

あ るた め,ア スパ ラガス栽培 の 自然的条件 は きわ めて良好であ る。 しか も村

役場 の理事 者や農会長,同 技術員 ら が そ れ の栽培に積極的な協力 を したた

め,そ の産地化は よ く進 んだのであ った。 この よ うに して,昭 和4年(1929

年)に 「ア ス パ ラ ガ ス 耕作組合」が組織 され,同 地方の耕作農民は缶 詰業

者 との間に長期間にわた る栽 培契 約を結 び,本 格的にそ の栽培に乗 りだす こ

ととなったのであ る。 以上が,今 日,喜 茂別町(後 に町制施行)が 北海 道に

おけ るアスパ ラガスの有数 の生産地 とな り,ま たそ れを原料 とす る缶 詰工場

の設け られ てい る理由てあ る。

② 缶詰工場 の設立

喜 茂別村 を中心に して アスパ ラガスの栽培が道 内の各地で行 なわれ るに伴

ない,そ の現地や近傍に缶詰工 場が設け られ る ようにな った。工場が原料 ア

スパ ラガスの生産地やそ の近傍に設 け られ る理由は,そ れ の 畑 よ りの採取

後,で きるだ けはや く缶詰 に加工す る ことが必要 とされ るか らで あ る。採取

後3～4時 間の うち に工 場につ き,加 工 されて缶詰 とな るものが多 い。アス

パ ラガス特有 の香 気を豊 かに保存 して お くためには,採 取 してか らで きるだ

けはや く缶 詰にす る ことを要す る。採取後7時 間を経過 す る と,特 有 の風

味,香 気を うしない,ま た堅 くな り,缶 詰 としての商品価 値を減ず るよ うに

な る。 この よ うに して昭和7年 に喜茂別村 に 「朝 日アスパラガス缶詰株式会
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社 」が設立 されてそ の工場がで き,ま た 同9年 には小樽市 に 「極東缶詰株式

会 社 」が設立 され るな ど,ア スパ ラガスの缶詰事業 は道 内の各地 において さ

かん となったので ある。ただ喜茂別村 においてをキ,前 記朝 日アスパ ラガス缶

詰株式 会社 な ど3社 が協調 して栽 培契 約を無視 して アスパ ラガスの買い入れ

価 格を 引き下げ たため,栽 培農家 らを組 合員 とす る同村の産業組 合では,同

13年,直 営工場を設けて缶詰製 造を行な うにいた ったのであ る。そ して後 に

は,同 村にあ る朝 日アスパ ラガス缶詰株式会社 の工場 のすべ てを同産業組合

が 継承 し,ア スパ ラガスだけで な く,他 の農産 物 を原料 とす る缶 詰の加工 も

行 な うよ うに なった。工場設立 の翌14年 に おいて,そ の製造高がかな りの も

ので あ った ことは前 に掲げた第1表 に よって知 られ るとお りであ る。戦前,

わが 農村工業 の振 興が よ く論議 され た ものであ るが,こ の組合工場 の発展は

た しかにそれ の成 功 した1例 といえ るであ ろ う。 なお上記,喜 茂 別村産業 組

合 の農産加工場 と朝 日アスパラガス缶詰株 式会社 の工場は,昭 和17年1月,

政 府 の企業統 合命令に したがい北海道産業組合連合会(後 の北海道農業会)

に譲渡 統合されてい る。

戦後に おけ るアスパ ラガス缶 詰事業 の再開を,便 宜上,喜 茂 別村 を中心 と

す る地帯についてみ ると下 の とお りであ る。昭和22年8月,北 海道 農業会は

GHQの 指令に よって解散 団体 と指定 され たので,喜 茂 別,留 寿都,真 狩,

倶 知安,狩 太,京 極の6力 町村は 「山麓 農村工業振 興期成 会」をつ くり,先

に北海 道農業 会に移管 した喜茂 別工場を譲 り受けて,再 度,理 想 的な農村工

業 を確立すべ く努 力が なされた。 しか し不幸 に も昭和23年5月11日 の喜茂別

町 の大 火に よって全工場施 設が焼失 したので,上 記6力 町村 の農業協 同組合

の共 同出資に よる株式会社 の形態 を もって事業 を経営す る ことと し,資 本金

1,000万 円の 「北海道 農村工業協 同株式会社」 を設立 したが,翌24年5月 に

は復 興 された新工場で アスパ ラガスの缶 詰製 造が開始 され るにいた った。そ

の後,同 社は昭和32年6月,社 名を 「ク レー ドル興農株式会社」(現 資本金

9,800万 円)と 改め今 日にいた ってい る。
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以上,北 海道に おけ るアスパ ラガス缶詰工場 の設立を喜茂別地方を中心 に

して述べたが,も ちろん,そ の間,道 内各地に多 くの業者 に よって工場 の設

け られて きた ことい うまで もない。そ の現状 を会社 名,工 場所在地,主 要 な

生産品 目につ いてみ ると第2表 の とお りであ る。

第2表 北海道 におけ るアスパ ラガス缶詰加工業 者

昭和38年8月 現在

業 者 名
1工場縦

ク レー ドル興 農 株 式会社

デイ ジ ー食品工業株式会社

日本 食 品 製 造 合 資 会 社

北 海 道 食 糧 缶 詰 株 式会社

北 海 道 缶 詰 株 式 会 社1

北 日 本 缶 詰 株 式 会 社

株式会社 北 沢 食 品 工 場

日 本 缶 詰 株 式 会 社

喜茂別,仁 木
伊達

富 良野,士 別

三川

真狩,乙 部

虻田

湧別

夕張

帯広

主 要 生 産 品

日 本 ア ス パラガス株式会社[岩 内

極 光 缶 詰 株 式 会 社1網 走

北 幸 商 産(守 屋源作)1岩 内

北海道アスパラガス株式会社

株式会社 北 海 道 漁 業公社

日 本 缶 詰 生 販 株 式 会 社

常 呂 缶 詰 株 式 会 社

株式会社 福 々 商 会

リー ダ ー ス 食 品 株 式会社

ト ー ヤ 食 品 株 式 会 社

日 魯 漁 業 株 式 会 社

日 本 合 同 缶 詰 株 式 会 社

ホ クレン農業協同組合連合会

三川,中 標津

江差

紋別

常盤

紋別

京極

洞爺

森

上富良野

美瑛

{て奪3簗 ゾ 資 ラ営 ス
ア ス パ ラ ガ ス,ス イ トコ ー ン

ア ス パ ラ ガ ス,ト マ トピ ツ クル ス

ア ス パ ラ ガ ス

ア1スパ ラガ ス

毛 ガ ニ,帆 立,ス イ トコー ソ

1ア ス パ ラ ガ ス ・ ス イ トコ網 ン

1ア ス パ ラ ガス
} ア ス パ ラ ガ ス

,ナ メ コ

1毛 ガ ニ,サ ン マ,ナ メ コ,
更スイ トコ ー ン

ア ス パ ラガ ス

ア ス パ ラ ガ ス,ス イ トコー ソ

ア ス パ ラ ガ ス

ス イ トコ ー ン,ア ス パ ラガ ス

ス イ トコ ー ン,ア ス パ ラガ ス

ア ス パ ラガ ス

ア ス パ ラガ ス

ア ス パ ラガ ス

ア ス パ ラガ ス

ア ス パ ラガ ス

ア ス パ ラガ ス
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皿 製 品 計 画 の 問 題 点/

1製 品計 画への道

アス パラガスの缶詰は,当 初,国 内にそ の需要が あった とい うよ りは,外

国のそれ をわが 国内に移 しかえ ることか ら始 まってい る。 したが ってそ の製

法か ら販売面にいた る多 くの ことは,ほ とん どア メ リカ製品 の模倣に よって

なされた といえる。 この ことは,わ が缶詰業全般 の発達につ いて も該 当す る

ことであ ろ う。す なわち,わ が缶詰業 の発達をみ る と,こ の事業が 明治の初

年,フ ランスか ら技術 を輸入 して長崎 と北海 道で鮨,鮭 を原料 とす る缶詰 を

つ くった創業期,ま た アメ リカ式 の製 法を と り入れ て製缶事業 と缶詰事業 を

分離 して よ うや く活躍 期に入 った大正時代 の揺藍 期,さ らに技術的進歩 と輸.

出業者 の努力に よって缶詰業が輸 出向きの事業 として大 資本 企 業 に よ く認

識せ られ,新 興産業 とな った昭和 の戦前 の発展期 を通 じてみ る と,そ の

大部分は海 外への輸 出に よって発達を とげた といえ る。農産物缶 詰 のほか,

水産物缶詰,畜 産物缶詰 な どが あ るが,そ の多 くは海 外の仕 向け地 の需要に

適応す るよ うにつ くられ,か の牛 肉の缶詰 のよ うに,日 本人 の好む風味を も

たせ てつ くられた ものはあ ま り多 くなか った ので あ る。 この ことは.た とえ

ば昭和12年 におけ るわが缶 詰 の生産高 と輸 出高 との割 合をみ る とき,前 者の

13,158,988函 に対 し後者 の6,715,716函 であ ること,す なわち生産高 に対す

る輸 出高 の割合は51,0%で あって,残 りは国内向け と軍 需にあて られていた

こ とで よ く知 られ る。では,そ のよ うな アメ リカ製品 の模倣には じまるわが・

アス パ ラガス缶詰 の製 品計 画に おいて,問 題 点 とな るものに どの よ うな もの'

があ るか,以 下 に述べ る こととしよ う。

2品 質について

ここに 「品質」 とは アスパ ラガスが消費に役立つ 自然の属性 を意味 し,す

なわ ちそ の風味,香 気,鮮 度,色 彩 な どを指す のであ るが,缶 詰 加工 の工程

に おいてそれ らの保持 をはかる ことは,き わめて重要であ る。 もともと農産
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製 品に対す る一般 の嗜好は短時 日の間 に変 化 してい くものでないか ら,そ れ

に適 応す る品質 の ものをつ くり,そ の保持 に努 め ることが,製 品計画上,と

くに留意 を要す る。

一般 に農産物 を原料 とす る製品は,そ の鮮 度,栄 養価,色 彩 な どの保持を

はか るため,原 料 の生産地 か,ま たはそ の近 辺において加工 され ることが望

まれ る。製 造工場 が遠 方にあって,原 料 を長距離輸送す るこ とは避 け るべ き

で ある。 このよ うに,農 産製品 の製 品計 画を 「品質」 の点についてみ ると,

原料 の供給地が どこで あるか とい うことが,ま ことに大 きな影響 を及ぼす も

の といえるのであ る。

これ をアスパ ラガスの缶詰 についてみ ると,原 料 アスパラガスを畑か ら採

取 して2時 間 以内に加工す ることが もっとも望 ましい とされ,採 取 後7時 間

を経過す ると,特 有 の風味や香 気を うしない,ま た堅 くなる ことのあるのは

すで に述べた とお りで あ る。 これ を防 ぐた め,農 家では採取 した ものを一

時,冷 水中に保存 した り,工 場 の冷蔵庫に入れ ることもあ る。 これ を要す る

に,品 質 のよい缶詰 をつ くるためには,既 述 の とお り,畑 作 の段階 において

良質 のアスパ ラガスを栽培す ると同時に,ま た加工 にあたっては,品 質保持
(1)

のため,原 料 の生産地に工場を設 け ることが必要 な こととされ るので ある。

＼

5商 標 について

商標(ブ ラソ ド)は 製 造業者や販売業者が 自己 の生産 した もの,あ るいは

取 り扱 っている ものを他 の競争商 品 と区別す るためにつ けた文字,図 形,記

(1)畑 作段階におけ る原料アスパラガスの品質改良のため,北 海道大学農学部や農

事試験場へ委託試験をすることがあるが,最 近のテーマとしては苦味成分の除去,

病害の防除などがある。

アスパラガス缶詰の加工工程を示す と下 のとお りである。

123456

1水 洗H.切 断ト塵 別ト匿 熱1-[冷 却H鱗 片はぎ1
789101112

i肉 詰1一厨 颪 ト匝 気ト匡 藷i-】 殺 菌H冷 却1
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号,ま た はそ れ らの結 合 した ものを い うので あ るが,そ の選 定 に あ た って は

多 くの留意 す べ き諸 点 が あ げ られ る。単 純 な こ と,読 み や す い こ と,記 憶 し

や す い こ と,発 音 しや す い こ と,時 代 お くれ で な い こ と,包 装 に 適 応す る こ

と な どが そ の お もな要件 とせ られ る。

で は現 存 の ア ス パ ラガ ス缶 詰 の商 標 は,そ れ らの諸 点で ど うで あ ろ うか 。

今 日,北 海 道 内 で 見 か け るお もな もの を あげ る と,「 ク レー ドル 」(ク レー ド

ル 興 農株 式 会 社),「 デ イ ジー」(デ イ ジ ー食 品工 業株 式 会社),「 リボ ソ」

(北 海 道 缶 詰 株 式 会 社),「 スキ ー印」(北 海 道 食糧 缶 詰 株 式 会 社),「 ジ

ャ ソプ」(日 本 ア ス パ ラガ ス株 式 会社),「 日の丸 」(日 本 水 産 株 式 会社)

「あ け ぼ の」(日 魯 漁 業株 式 会社),「 ホ ク レソ」(ホ ク レソ農業 協 同組 合

連 合会)一 一な どが あ る。 これ らが どの よ うな 理 由 に よって 考案,作 成 され

た か,そ の事 情 は 明 らかで な いが,た だ 「ク レー ドル 」(Cradle)に つ い て

は調 査 の結 果,興 味 の あ る事 実 が み られ るので,こ こに 紹述 して お こ う。

ク レー ドル 興 農株 式 会社 の"Cradle"は 「揺 藍 」(ゆ りか ご)の こ とで あ る

が,そ れ は 同社 の所 在 地 が ア ス パ ラガ ス缶 詰 の と発 祥 の地 モで あ る とい うこ

とか ら出て い る。昭 和13年6月,喜 茂別 産 業 組 合 の工場 建設 中 に商 標 を どの

よ うにす るかが 協 議 され,ま つ 産業 組合 と工 場 建 設 の関 係 者 に募 集 した が,

23の 名 称 が あつ ま った もの の,好 適 と思 わ れ るも のは な か った 。 そ こで 組 合

当事 者 の間で 考 慮 のす え,発 祥 の地 の=発 祥 ミの意 味 を とって"Cradle"と

した とい うこ とで あ る。'商標制 定 の こ とに関 し,"Cradle"に 決 ま る まで の

経 過 を筆 者 に語 った 同社 管 理 課 長 日野 四 郎氏 の手 記 に よる と下 の と お りで あ

る。

「昭 和13年6月 のあ る 日,組 合 の専務 理事 で あ る丸 子 斉 氏(現,ク レー

ドル 興 農株 式 会 社 社 長)が 来 て,商 標 に つ い て如 何す べ きか,相 談が もち あ

が り,私 が 担 当 者 とな って 組合 な らび に工 場 建 設 部 に 商標 を募 集 した 。1人

1件 とせ ず,な るべ く多 くを 選 び た い ので,締 切 を限 って 募 集 した。 応 募 数

は23種 に お よん だが,い まで もそ の 中 に 出た もの を思 い 浮べ る と次 の よ うな
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も の が あ る 。

チ ェ リ ー,ガ ー ラ ソ ド,ダ ー ビ ー,ラ グ ビ ー,カ モ メ,エ ア ー シ ッ プ,蝦

夷 富 士,ゴ ソ ド ラ,カ ネ ー シ ョ ソ,キ ャ ラ バ ソ,オ リ エ ン ト,ス タ ー,ピ ラ

ミ ヅ ト,テ ニ ス 。

しか し,こ れ は とい う商 標 もな く 上 記 の うち,チ ェ リー とガー ラ ソ ド

を準 入 選 と した 一 つ ぎに丸 子 専 務 か ら 日本 語 を英 訳 した もの に した な ら

ぽ … … とい う話 もあ って,ア スパ ラガ ス の発祥 地 の さ発 祥 ミに した らとい う

こ とで,私 が そ れ は"Cradle"で あ る とい った 。 北海 道 大学 に問 い合 わ せ た

と ころ,``Cradle"で よろ しい との こ とで あ った。 そ れ か ら図 柄 につ い て い

ろい ろ と相 談 した 結 果,デ ザ イ ソは 白 とブル ーの2色,そ の割 合 な どは 私 が

引 き うけて 見本 を3種 作 った 。 そ の とき ブル ー の色 は ・朝 日7ス パ ラガ ス缶

詰 株 式 会 社 の レー ブル の缶 詰 の色 よ り紺 色 を 強 くした シ ブ味 の あ る もの と し

た 。 そ して小 樽市 色 内 町 の 其水 堂 へ 行 き,こ れ らの要 素 を 組 み 入れ た 字型 を

6種 類 つ くっ て も ら うよ うに 依頼 し,そ の足 で 札 幌 へ 行 き,北 連 の 農務 課 の

岩 崎 博 氏 と面接 して 日本 文 の案 内を 英訳 して も らい,こ れ を レー ブル の文

章 とした。7月 頃 と思 うが,其 水堂 出入 りの図案 屋 さん が6種 の字 型 を もっ

て きた 。そ れ を 示す と こ こに 掲 げ る(1)(2)(3)(4)(5)(6)のとお りで あ るが,結 局,

ドイ ツ型(4)に 少 々手 を 入れ て採 用 す る こ と とな った。 そ れ 以来,字 型 を変 え

る ことな く,ま た 当 時は 全 文 英 字 で,日 本 文 字 は1字 もなか った。 そ の頃,
'

わ が 国 へ輸 入 され て いた デル モ ソ トの マ ー クは リビー のそ れ と ともに,私 た

ち の眼に 異様 に うつ り,た め に な ん とか 外 装 を あ ち らに くらべ て遜 色 の ない

ものに した い との願 い か ら,美 しさ のあ る リビーに 似 た デザ イ ンを 考 えた の

で あ った。 」

以 来,約25年,"Cradle"と い う 商 標 は 国 の内 外 に おい て よ く知 れ わ た

り,そ の知 名度 は 格別 に調 査 され た わ けで な いが,か な り高 い よ うで あ る。

た だ そ れが ア ス パ ラガス缶 詰 の ミ発 祥 こを意 味 す る もので あ る ことは,あ ま

り知 られ て い ない よ うに思 わ れ る。
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4包 装 に つ いて

包 装 は 商 品 の破 損や 汚損 を防 ぐと同 時 に,そ の運搬 を容 易 に し,ま た販 売

や 消 費 上 に 便利 を与 え る もので あ る。 缶 詰 の 場 合,内 容 の 食料 品が 腐 敗,変

質 せ ず,そ の品 質 の よ く保持 され て い る こ とを 要 し,包 装 は と くに 大切 とい

え る。 密 閉容 器 と して ブ リキ缶 と ガ ラス びん の両 者 が 用 い られ て い る。缶 詰

の当 初 はす べ て び ん詰 で あ ったが,今 日は ブ リキ缶 の ものが 圧 倒 的 に多 い 。

アス パ ラガ ス缶 詰 の包 装 もブ リキ缶 が 用 い られ,当 分,こ れ 以外 の ものは

用 い られそ うに ない 。缶 の 上 ふた と下 そ こだ け を ブ リキに して,周 囲の胴 を

プ ラス チ ヅクで つ くった容 器 や 上 ふた を 透 明 の プ ラス チ ックで つ くった もの

もあ るが,ま だ 普 及 して い な い。 次 に缶 型 は,従 来,そ れ が 一 般 の家 庭で は

あ ま り消費 され ず,大 部分 の ものは ホ テル,食 堂 な どで 用 い られ る業 務 用 の

も ので あ った た め,大 きな角型 の ものが 多 か った(定 め られ た 規格 に よる と

角1号 缶 の 内容 総量880グ ラ ム,固 型量600グ ラ ム,角2号 缶 の 内容 総 量46α

グ ラ ム,固 型 量340グ ラ ム)。 しか し,最 近,一 般 の 家庭 に おけ る食 生活 の
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改善 に伴 な ってそ れ へ の需 要 が増 加 して きた のセ,買 いやす い価 格 にす るた

め 小型 丸缶 の ものや ジ ュース缶 の ものが多 くな って い る。 コス トの点 か らみ

て も,丸 缶 の ほ うが ブ リキ の消 費 量 は 少 な く,か つ,缶 につ く りや す い の

で,角 缶 に く らべ て低 い し,肉 詰 め も しや す い ので あ る。現 行 の 内容 規格 と

太 さ の基準 を示 す と第3表 と第4表 の とお りで あ る。

第3表 ア ス パ ラ ガ ス 缶 詰 の 規 格

缶 型 1臨劉 Gi clMILIml 串

角 ・号制 6・・gl 8～ ・・1 1・-151・6-23[24-37138-5・1 一

4号 飼 3・・gl 一1 6-91・ ・一 ・61・7-2gl3・-441 45～60

7号 飼 2・・gl ■ 6-81g-・5116-25126-38i39-52

果実7号制 165gl 一 一19-・51・6-25126-38139-6・

25・9制 ・75gI 一1 一17-gl・ 。一 ・51・6-23124-4・

(注)数 字は本数を示す。

第4表 ア ス パ ラ ガ ス の 太 さ の 基 準

サ イ ズ
区 分

G

(ジ ヤイ
ア ン ツ)

直 径 ㎜12鐙 痴

　

ツ

レノ

C

ロ

サ

O

以上 未濤

21～26

ML

(マ ンモ(ラ ー ジ)
ス)

以上 未浦 以上 未澱
ユ6～2112～16

の

(メ テ イ
ア ム)

以上 未彌
9～12

S

(ス モ ー
ル)

以上 宋浦
6～9

ぢ 価格 について

製 品に どの ような価格をつけて売 り出すかは,品 質,デ ザ イ ソ,包 装な ど

とともに,製 品計画上,重 要 な ことであ るが,要 は企業 の経営を維持発展 さ

せ ると同時に,一 般 の消費者 に対 して不利益 を与 えない もので あることが求

め られ る。

い ま コス トに適正利潤 を加えた ものを売価 とす るとい う簡単 な方式に した

が って,ア スパ ラガス缶詰 の価格 を考えてみ よ う。 資料 の関係上,ク レー ド

ル 興農株式会社 の製品 について検 討を加 える こととす る。 まつ同社 よ り最後
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の消 費 者 に いた る まで の角1号 缶 の各 建 値 を み る と下 の と お りとな って い・

る。

鼻壷磁 塑 塵 難 塾『卸売商塑 小売商凹 劃

次 に,一 般 管 理 費 と販 売 費 を 除い た 原価 構 成 を み る と,材 料 費77.41%,

労務 費12.35%,経 費10.24%一 一とな り,ま た材 料 費 の 内訳 は,原 料68.87

%,副 原料1.0%,空 缶28.1%,間 接 材 料費2.12%と な って い る。 これ.

らの うち,大 き な ものは材 料 費(原 料,空 缶)と 労務 費 で あ る。

(1)原 料 費

原料 ア ス パ ラガ ス の買 入価 格 の低 下 を は か る こ とは 容 易 で ない 。そ れ は,

生 産 者(農 家)が そ の価 格4)低 下 に よる不利 益 を免 れ るた め,意 思表 示 の機

関 と して 「耕 作 者 組 合」 をつ く り,毎 年 の標 準 価格 の決 定 に 際 しては 加 工 業

者 との交 渉 にあ た り,み ず か らの利 益 の擁 護 につ とめ て い るか らで あ る。 ま

た 農業 協 同組 合 は原 料 の集 荷 や 代金 の 支払 い な ど の業 務 にた ず さわ って い

.る 。 買 上 げ 代 金 の農 家 に対 す る支 払 いは,出 荷 後10日 か ら15日 く らい の間s

に,農 業 協 同 組 合 の 口座 に振 り込 まれ る こ と とな って い る。

この よ うに,生 産 者(農 家)と 缶 詰 加工 業 者 との 間 に耕作 者 組 合 と農業 協

同組 合 とが 介在 してい る こ とは,原 料 をた た い て安 く買 い と るの を 困難 な ら

しめ,こ の方面 か ら コス トの低 下 をは か る ことは容 易で ない ので あ る。 た だ

ア ス パ ラ ガ ス の品種 の改 良を は か り(古 い ものは20年 くらい た って い る とい

わ れ る),そ の反 当 り収 量 を増 加 す る こ とが,今 後 の原 料 コス トを低 下 さぜ
(1)

る1つ の道 と考 え られ て い るので あ る。

(1)こ こ数年 来,ア スパ ラガス の作付面 積が増加 してい る理 由 としては,次 の よ う

な こ とが あげ られ る。

(1)立 地条件 の よい こと。

② 継 続的に現 金収入が早期 に入 るこ と。

(3)契 約栽培 であ るため販売上 の不安が ない こ と。

(4)現 在 の買入価 格であれば収益 性が 高い こ と(反 当 り2～3万 円 の収入 があ る)e・
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(2)空 缶 代

一般に空缶は製缶業者 に よって 「注文生産」方式を とって行 な わ れ て い

る。空缶 の規格はいち お う日本製缶協会,日 本缶詰協会,農 林 省検査所 に よ

って決め られ ているが,缶 の外面 の図案 な どが缶詰加工業者 ごとに異な るた

め,い ちどに大量 の生産を行 な う 「市 場生産」 に よることは 困難 とされ てい

る。 したが って,現 在の ところ,空 缶 の大量生産 に よる低価格 の利益は まだ

得 られていない。 したが って,空 缶 の コス トを もっ と下げ るため には,な に

よ りも全 国の缶詰 の規格が統一 されて空缶 の市 場生産 が な さ れ ることを要

し,ま たそ の原料 とな るブ リキ も,国 内製品 の価格は国際価格 に くらべ て割

高 とな ってい るので,そ れ の引き下げをはか る ことが望 まれ る。

(3)労 務 費

アスパ ラガスの収穫は,北 海 道では5月 末か ら7月 の上旬 にかけて行 なわ

れ るため,そ れ の缶詰加工 も6月 上旬か ら7月 下旬 の2ヵ 月間に行なわれ,

工 場労務はいわゆ る季節労務者(女 子工員)に よってな され,喜 茂別工場で

はお もに道南地方 の漁村か ら くるものを雇用 してい る。その 日給は女子 の場

合,250円 ～350円,ほ か に独身寮 の手当 として140円 が加え られ て500円 くら

いになる。男子労務者 の場合は1日,日 給そ の他 を合わせ て800円 か ら1,000

円になる よ うで あ る。

ただ最近は,ア スパラガス缶詰 の加工期間がわずか2カ 月で 短期であ るた

め,も っと雇用 に永続性 のあ る職場 を求 め て そ の方へ移動す る傾 向にあ る

し,ま た水産関 係企業 の缶詰事業へ の進 出に伴 な う工場増設で,労 務 者の不

足をみてい るため,賃 金は上昇 の傾 向にあ るとい える。要す るにアスパ ラガ

ス缶 詰 のよ うな農産製品は,そ の加工,操 業 の期 間が季節 的 に 限 ら れ,か

つ,手 労働に依存す る度合が高 いので,労 務費 を大 き く節減す る ことは困難

とされている。

6新 製品 の開発につ いて

新製 品の開発をはかるためには,ア スパ ラガスの新用途 を発見 した り,市
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場 に存 在 しな い製 品 をつ くって販 売 す る こ とを要 す る。 しか し,ア ス パ ラガ

ス に限 らず 食料 品 一 般 につ い て,そ の風 味,香 気,色 彩 な どに対 す る人 々 の

嗜 好 は やす や す と変 更 され る もので ない か ら,そ れ らは 簡単 に行 な わ れ な

い 。 最近,新 用途 と してそ れ を ス ー プに入 れ て食 べ た り,ま た サ ソ ドウィ ッ

チ の中 身にす る(ド イ ツ)と い うこ と が あ る。 アス パ ラガ スが 洋 食に そ え

て,そ の他 新 用途 に供 され るた め に は,一 般 の生活 水 準が 向上 し,食 生活 も

洋 風 化 され,も っ と多 量 に消 費 され る こ とを 要 す る。そ して多量 消 費 のた め

には 低価 格 の ミグ リー ソ ・アス パ ラ ガス ミの缶 詰 を つ くる こ とが 一 方 策 とい

え る ので あ る。

また 新 製 品 と して は,国 内 向け の も の と して ジ ュース をつ くる こ とが 考 え

られ,ま た ス ー プ の缶 詰 も有望 な もの と して研 究 され て い る。 な お一 部 で 冷

凍 グ リー ソ ・アス パ ラ ガス の製 造 と販 売 が 企 図 され て い るが,一 般 の家 庭 に

おけ る冷 蔵 庫 の普 及 につ れ て,そ の販 路 は伸 び て い くもの とされ て い る。

附 記

(1)こ の小稿は昭和38年5月31日 か ら6月2日 まで,東 京,青 山学院大学において開

催 された第13回 日本商業学会全国大会 の統一論題 「新製品開発に関する諸問題」に参

加 して報告 した ものに,若 干の加筆 を行なったものである。

(2)本 稿の執筆にあた り,業 界の方 々か ら受けた教示は多いが,と くに クレー ドル興

農株式会社の管理課長 日野四郎氏,技 術課長増田徹郎氏 との面談において,両 氏が筆

者に説論 された事柄には有益なものがあった。また同社の調査室主任向 摯氏にもい

ろいろとお世話になった。ここに記 して厚 くお礼を申 しあげるしだいである。
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